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大学生の情報活用の現況と大学図書館サービスの課題－情報検索及び利用に関
するアンケート結果をふまえて－  
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the Problems with University Library Service : from the Questionnaires 
about Information Retrieval and Use 
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概要：大学図書館サービスを考える上で、電子化、ネットワーク化、多様化、パーソナル
化した情報メディアとそれに対応した情報サービスの進化を考慮することに加えて、主た
る利用者である大学生の情報活用現況を把握することは外せない。著者らは大学での授業
時に実施したアンケートから、情報機器及びソフトウェアの使用、情報検索利用、SNS 参
加等の学生の現況と経年変化について分析した。これらの結果並びに授業時の観察及び他
調査からの示唆を踏まえて、大学図書館での、ネットワーク化・電子化に対応した図書館
外サービスの強化やその評価の工夫、図書館での学習支援強化のための、小中高の学校図
書館との連繋を提言する。 
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１はじめに 背景と研究目的 
情報への要求、情報ニーズは、あらゆる利用者
において、様々な機会に発生する。図書館はそ
れを満たす手段の一つである。 
 情報ニーズは、図書館以外でも充足されること
がある。一方、図書館も、例えば空き時間に過ご
せる場所という理由で求められる場合もある。よ
って、情報ニーズと図書館ニーズは重なるものの、
重ならないところもある関係といえる。 
この情報ニーズと図書館ニーズの関係は、現代
の情報社会の進展によって、変化してきた。情報
メディアの電子化、ネットワーク化、多様化、パ
ーソナル化が進み、またそれに対応したサービス
が生まれた。即ち、パソコン、スマートフォンや
タブレット端末などの情報機器というハードウェ
アができ、それに対応したインターネットをはじ
めとする、印刷資料以外の形のメディアが多種出
現し、また小型化されることによってモバイルに
なった。そうしたことで、従来は図書館でしか満
たすことのできなかった情報ニーズが、図書館を
経由しなくても満たせるようになってきた。すな
わち、図書館外でも受け取れる情報が増えてきた
ことによって情報ニーズと図書館ニーズの重なり
部分が、減少する傾向にあるともいえる。 
さらに、情報ニーズ自体が肥大化傾向にある。
絶えず多くの情報に囲まれている現代の情報社会
においては、情報が情報ニーズを生む、という現
象が起こりやすい。検索エンジンの画面に提示さ
れる記事や CM からワンクリックで、別の記事情
報にリンクしていくハイパーリンクの仕組みが充
実しており、まさしく芋づる式に、どんどん情報
ニーズを満たしていくことができる。この情報ニ
ーズは主としてパーソナルな興味に関連して発生
することが多く、図書館ニーズと重ならない部分
が拡大している。 
一方、大学図書館の利用者のうち、特に大学生
の現在について考えてみると、4 年制大学への進
学率は、1990年を境に、一足飛びに上昇した。1975
年から 1990年は 20%台で推移していたが、1994（平
成 6）年に 30%を超えた後も上昇を続け、2009（平
成 21）年には 50%を超え、その後継続的にほぼ 50%
の数値を示してきた（最新の調査結果（2013年）
では 49.9%）1。現代は高校生の約半数が 4 年制大
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学に進学する、といえる。 
そのような中で現代の私立大学入学者の半数以
上が推薦・AO 入試である2。受験勉強をほとんど
経験しない、すなわち、学習の計画を立てたり、
それに向けての工夫をしたり、という経験をほと
んどもたずに入学した学生がいるということにな
る。こうして、大学で行われる研究や学習の基盤
となる基礎的能力がない者や、学習意欲の低い者
もそこに含まれる可能性が高くなる3。授業につい
ていけないなどの理由で、中途退学する者が増加
傾向にあるのも問題になっている4。 
 以上から、現代の大学図書館を考える上では、
情報社会の進展に起因する、情報ニーズと図書館
ニーズの関係の変化に加えて、利用者である大学
生層の変化も、忘れてはならない要素といえる。 
 そこで、本研究では、大学図書館の主たる利用
者である、大学生の情報利用の現況の調査から、
その情報ニーズの現況を考察したうえで、現代の
大学図書館に求められる図書館ニーズと課題を論
考する。 
 
２ 研究方法 
 大阪市立大学で毎年開講している「情報の探索
と利用」は全学共通教育科目に位置付けられ、1，
2 年生を中心に、理系・文系問わずさまざまな学
部の学生が受講する。この授業では毎年初回に、
受講を希望する大学生に対して、情報の利用に関
するアンケートを実施してきた。 
本研究では、2008 年年、2010 年、2013 年の 3
回分のアンケート調査結果分析を中心として、現
代の大学生の情報とのかかわりと、大学図書館の
課題を探っていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究で用いるアンケートの実施状況・対象者
は表１のとおりである。 
全学共通科目の狙いに沿って、１回生、2 回生
が多く、8 割前後を占めている。 
男女比は、男子が若干多いが、全学の男女比
（62.5%、37.5%）とほぼ同様である。 
学部は、文系学部の学部生も、理数系学部の学
生もともにいるが、理学部・工学部学生が若干多
い傾向にあった。 
 
３ 大学生の情報利用―アンケート結果から 
3.1 ソフトウェアの使用経験 
 ワードプロセッサー、表計算、プレゼンテーシ
ョン、データベースの各ソフトウェアに関する使
用経験を問うた。 
ワードプロセッサー（Microsoft Word など）は
2008 年から既に高い使用経験率を示した(図１)。 
 
図 1 ワードプロセッサーソフトの使用経験 
 
 
 Microsoft Excelなどの表計算ソフトウェアは、
2008 年、2010 年は 2 割弱が未経験と回答してい
たが、2013 年には 9 割超が「使用経験あり」と
なった(図 2)。 
 
 図 2 表計算ソフトウェアの使用経験 
 
表 1 大学生情報利用アンケート回答者の内訳 
     
実施時期 
2008年 4・10
月 
2010年 10月 2013年 10月 
回答者計 79 64 67 
学
年 
1回生 48(60.8%)  26(40.6%) 41(61.2%) 
2回生 22(27.8%) 28(43.8%) 10(14.9%) 
3回生 6(7.6%) 5(7.8%) 10(14.9%) 
4回生 2(2.5%) 2(3.1%) 4(6.0%) 
5回生以上 1(1.3%) 3(4.7%) 2(3.0%) 
性
別 
男子 41(51.9%) 41(64.1%) 41(61.2%) 
女子 38(48.1%) 23(35.9%) 26(38.8%) 
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プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト (Microsoft 
PowerPoint など）も、2008 年には経験者が 3 分
の 2 程度であったが、経年に従いその割合が増加
している(図 3)。 
表計算及びプレゼンテーションソフトは共に、
小中高並びに大学入学後に授業等で使用する機会
が近年増えてきていると推測される。 
 
 図 3 プレゼンテーションソフトの使用経験 
 
 
一方、データベースソフトウェアは全体的に使
用経験者は少ない(図 4)。Excel でも簡単な検索や
フィルタリング機能があって、それで用が足りる
こともあるだろうが、情報を多く収集してそれを
整理して活用するというニーズをもつ機会が少な
く、情報整理を実行する技術はまだ身についてい
ない段階であるとも推測される。 
 
 図 4 データベースソフトの使用経験 
 
 
3.2 電子メール使用状況 
アンケートでは、次に、電子メールについて、
「友人とのコミュニケーションに電子メールを使
用する頻度」を尋ねた。頻繁にと回答した者が 4
割以上、時々を合わせると 8 割弱みられ、電子メ
ールが、コミュニケーションツールとして生活に
ほぼ定着しているといえる。 
なお、ほとんど使わない、全く使わないとして
いる学生も合わせて 2008年・2010年で 1割程度、
2013 年で 2 割強みられるが、それはおそらく質
問で「友人とのコミュニケーションに」という条
件を付けたためと考えられる。というのは、全く
使わないとしている学生でも、後で述べるように
LINE は利用しており、情報機器類を所有せず電
子情報を媒介としたコミュニケーションを全く行
っていないというわけではないと判断できるから
である。 
 
表 2 電子メールの使用状況 
 2008 2010 2013 
 頻繁使用 67.1% 57.8% 40.3% 
 時々使用 24.1% 34.4% 35.5% 
 ほとんどしない 6.3% 4.7% 17.7% 
 まったくしない 2.5% 3.1% 6.5% 
 
電子メールのツールについて、2008 年・2010
年の調査では、「携帯電話」としてしかしていなか
ったが、これは iPhone の日本発売が 2008 年 7
月で、まだこの時期にはスマートフォン所持者は
少ないと思われたためである。携帯電話でできる
ことに限りがあったためか、電子メールでも PC
と携帯電話を使い分けるという回答が 3 分の 1 以
上みられた。 
 2013 年は携帯電話を従来型とスマートフォン
に分けて選択肢を設けたところ、スマートフォン
の使用率が高く、大学生の間にはスマートフォン
が浸透していることがわかる(表 3)。 
 
表 3 電子メールに使用する機器 
  2008年 2010年 2013年 
もっぱらパソコン 0.0% 1.6% 7.5% 
もっぱら携
帯電話 
（従来型） 
62.3% 64.1% 
11.9% 
（スマート 
フォン） 
59.7% 
使い分け 37.7% 32.8% 20.9% 
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電子メールの利用で PC と携帯を使い分けると
いう回答の割合が減少しているのは、スマートフ
ォンでは PC と同じ条件でインターネットサイト
閲覧が可能になるなど、従来型の携帯電話ではで
きなかったことができるようになって、PC を別
途使用する機会が減少したためと考えられる。 
メールアドレスの取得、並びにその取得先につ
いては、次のような結果を得た。 
個人アドレスについては、9 割以上が取得して
いる（2008 年：93.8%、2010 年：98.4%、2013
年：95.5%）。 
 その取得先は、携帯電話会社が多い(表 4)。PC
の電子メールを使用している者にはインターネッ
ト・プロバイダからの取得は必ずしも多くなく、
フリーメールを使用する者も少なからずいた。 
直近では、携帯電話会社からの利用が増えてい
る一方、プロバイダを経由する利用に減少がみら
れる。スマートフォンの流行が背景にあると考え
られ、従来 PC で使用していた機能も今後スマー
トフォンに移行することが予想される。 
 
表 4 個人アドレスの取得先 
  2008 2010 2013 
ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ 14.1% 9.4% 10.6% 
携帯電話会社 38.5% 45.3% 51.5% 
ﾌﾘｰﾒｰﾙ 10.3% 10.9% 6.1% 
その他 0.0% 0.0% 0.0% 
ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞと携
帯 
14.1% 10.9% 6.1% 
携帯とﾌﾘｰﾒｰﾙ 7.7% 7.8% 19.7% 
ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞとﾌﾘｰ
ﾒｰﾙ 
2.6% 1.6% 0.0% 
ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞと携
帯とﾌﾘｰﾒｰﾙ 
7.7% 9.4% 3.0% 
NA 5.1% 3.1% 3.0% 
 
3.3 検索エンジン 
 検索エンジンを使う頻度を問うたところ、2013
年は、週何回というように 1日 1回も満たないと
回答したのは 12 名(19.0 %)であった。残りの
81.0 %は 1日 1度以上、検索エンジンを使用し、
中には、10 回(12.7%）、それ以上（7.9%）と回答
した者もあった。検索エンジンは学生にとっても
身近なものになっているといえる。 
 
図 5 検索エンジン使用頻度 
 
 
使用検索エンジンを問うたところ(複数回答)、
直近の 2013 年では、Google の使用者の方が多か
った。2008 年には、Yahoo のみを利用していた者
が多かったが、年を追って Google の使用者が増
えている傾向が見られた(図 6)。 
 
図 6 使用検索エンジン 
 
 
検索の際のキーワード数を、選択肢から選択さ
せたところ、キーワードを 2 つ用いて検索すると
いう回答が最も多く、3 つ以上用いる、と回答し
た学生も 1 割程度見られた。この傾向は 5 年前の
2008 年でもほぼ同じであった。複数の語の間に空
白を入れて、AND 検索することは、既に 5 年前
から、馴染んでいるといえる。 
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図７ 検索時に使用するキーワード数 
 
 
 一方で、「1 つ」の学生もまだ見られる。こちら
のグループは、授業中の観察によると、たとえば
図書の歴史について検索する場合に「図書の歴史」
というように、「の」などの助詞もそのままクエリ
ボックスに入れるなどすることがある。検索エン
ジンの場合は、自動的に助詞を省いて最小限の言
葉の掛け合わせで検索するため、「図書の歴史」と
して検索しても、「図書（空白）歴史」としても結
果はほぼ変わらない。しかし、この調子でそのま
ま OPAC を使うと、思うような結果が出てこない、
ということになる。そういうところで OPAC 検索
に躓いている学生もいると推測される。OPAC の
検索機能がキーワードによる論理演算程度に留ま
っていることが問題ととらえることもできる一方、
検索サービスのブラックボックス化をどう考える
かの問題でもある。 
 
3.4 インターネット上での発信 
自身のホームページやブログを所有して、情報
発信している学生が 2－3 割いた（表 5）。 
 
表 5 所有する情報発信手段 
 
2008 2010 2013 
HP 11.5% 7.8% 4.8% 
ブログ 7.7% 9.4% 9.5% 
両方 9.0% 4.7% 3.2% 
なし 71.8% 78.1% 82.5% 
 
3.5 ソーシャルネットワークサービスへの参加 
SNS への参加は、経年変化が激しい。2008 年
には参加していない学生が半数いたが、2010 年に
は複数参加している学生割合も増えた（2008 年・
2010 年は「１つ」「複数」「なし」の選択肢から選
ぶ形式であったため、参加 SNS の数は不明）。
2010 年はツイッターは「知っているが使ったこと
はない」学生が 73.4%、使用中と回答した学生は
23.4%であった。 
2013 年調査で代表的な SNS をあげて参加して
いるものを選ぶ形式にしたところ、１つのみ選択
したのが 15 名（22.4%）、2 つが 19 名（28.4%）、
3 つが 17 名（25.4%）、4 つが 8 名（11.9%）で、
5 つ、6 つ選択した学生もそれぞれ 1 名いた。内
訳は、 LINE がトップで (60 名、 89.6%) 、
Twitter50.7%、Facebook40.3%となっており、
SNS への参加に積極的な様子がうかがえる。 
 
表６ 参加する SNS数 
 
2008 2010 2013 
なし 41.8% 28.1% 9.0% 
１つ 45.6% 39.1% 22.4% 
複数 12.7% 32.8% 68.7% 
 
図 8 参加する SNS（2013年） 
 
 
 以上の結果から、大学生の情報活用について、
以下のようにいえる。 
・ワープロのソフトウェアは使用経験があり、表
計算ならびにプレゼンテーションソフトも近年の
授業の影響等で使用経験率が上昇している。一方
データベースソフトウェアはほとんど経験がなく、
自身でデータベースを用いて情報を整理するニー
ズやそれの教育を受ける機会まではなかったと予
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想される。 
・情報機器を用いたコミュニケーションが積極的
に取られており、そのツールは、スマートフォン
が台頭しつつある。 
・情報検索を行う場合、Google で複数のキーワ
ードを用いて検索することが一般的になっている 
・ホームページやブログあるいはその両方を所有
して、情報発信している学生が一定割合いる。 
・ソーシャルネットワークサービスへの参加に積
極的で、特に LINEへの参加率は高い。複数の SNS
に参加している学生が多い。 
 
４ 考察―大学生の情報活用の課題と図書館活
用への道 
上を踏まえて、現在の大学生の情報利用と図書
館について考察する。 
4.1大学生の情報活用の課題 
 先の調査で、大学生では、スマートフォンの所
有率が高くなっていた。 
これは、調査大学だけに限ったことではなく、
別の調査においてもその結果は見られている。 
 総務省が昨年 2013 年 6 月に発表した「青少年
のインターネット利用と依存傾向に関する調査 
(2013.6）」の結果報告書5では、大学生のスマート
フォン利用率－家にあり自分でも利用している率
－は 68.5％であった。スマートフォン/フィーチャ
ーフォン所有者に対して最も重要と考えている機
器を問う質問では、最も重要だと思う 1 位はスマ
ートフォン（46.6%）で、パソコン（44..9％）を
抜いていた。 
加えて、情報検索においても、スマートフォン
の利用率が高まっていることが同調査からうかが
える。「情報の検索」に普段もっとも利用する手段
や機器という質問について、全体では「パソコン」
が 61.8％と圧倒的に高く、次いで、「スマートフ
ォン／フィーチャーフォン」の 23.0％となってい
た。小中学生のパソコン回答割合が高いが、それ
はスマートフォン自体を持っていないためと思わ
れる（小学生のスマートフォン利用率(家にあり自
分でも利用している率)は 16.0%，中学生の利用率
は 21.3%）。年齢が上がってスマートフォン利用
率が上がるにつれて、情報検索においてもスマー
トフォンを用いる率は上がっており、それにつれ
て、情報検索で用いる手段も、大学生では
PC64.1%、スマートフォン 32.6%、成人では
PC57.4%、スマートフォン 38.4%と両者の差が縮
まる傾向がみられている(図 9)。 
 
 図 9 情報検索に用いる手段(回答者別) 
 
     （総務省「青少年のインターネット利用と
依存傾向に関する調査 (2013.6）」) 
 
この同じ調査で、スマートフォン所有者と非所
有者という観点で見ると、スマートフォン所有者
では、検索に PC を利用すると回答したのが
50.0%で、一方、44.0%がスマートフォンを利用
すると回答している。つまりは、大学生及び社会
人では、検索もスマートフォンで行う者が現在で
も半数近くおり、それはスマートフォンの普及に
よってさらに拡大すると予想される。 
また、検索には情報機器を利用しないとの回答
が、非所有者では 20.0%であるのに対して、スマ
ートフォン所有者では 4.7%であることは注目さ
れる。スマートフォンを所有することによって、
情報機器による検索が身近になっているともいえ
るだろう(図 10)。 
 
図 10 情報検索に用いる手段 
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別の、どの情報機器で何をするかについて聞い
た高校生への調査6では、メールや電話・チャット
では従来型の携帯電話、調べものや動画鑑賞、音
楽鑑賞ではパソコンが優勢と用途によって機器が
分かれたが、スマートフォンはどちらにおいても
高率を示していた(図 11）。従来型携帯電話とパソ
コンを使い分けていた学生は、これからスマート
フォン一つに収斂することが推測される。 
 
図 11 「どの情報機器で何をするか」回答率 
 
（リクルート進学総研「高校生のＷＥＢ利用状況の実態把
握調査 2013」より） 
 
スマートフォンは、インターネット検索にも親
和性が高い。手元のスマートフォンで手軽に情報
検索ができるとなると、情報検索はスマートフォ
ン経由でインターネット情報資源を対象に行う率
がますます高くなると予想される。 
大学生の情報検索については、先のアンケート
結果のほか、著者らの授業時の観察から、以下の
傾向が指摘できる。 
・手間なく無料が第一 
 無料で利用できる検索エンジンを初めとして、
情報は手間なく無料で手に入れることを第一とす
る傾向が強い。そのため、たとえばインターネッ
トで無料で閲読できる情報だけを参照する傾向が
あり、書誌事項だけが挙がっていて掲載雑誌の現
物から文献複写しなければならない文献や、他館
から貸借しなければ読めない文献の利用には消極
的である。著者の明らかな確かな文献よりも、イ
ンターネットで流通する情報を重宝し、結果とし
て、出所に配慮しないまま情報を利用する場合も
ある。 
・思いつきのまま検索 
 検索エンジンは開発側の努力で、論理演算子
を意識して入力せずとも空白を入れることで
AND 検索になったり、自動的に最小限の語に切
り分けて検索することで検索漏れを防ぎ結果が多
く出るようにしたり、誤った語を入れても近い意
味の語に訂正して検索したり、音声でも認識でき
るようになっていたり、と特別な検索の技術がな
くてもある程度の結果が表示されるようになって
いる。その結果、調べたいことがどのような言葉
で表されているか、求めるデータがどのような形
でデータベースに格納されているかなどを想像す
る必要を持たないため、キーワードを工夫したり、
記事を読み込んで別のキーワードで再検索したり
することを面倒に思い忌避する傾向がある。 
・ランキング上位のみ閲覧 
検索エンジンの結果一覧がランキング表示され
ることで、ニーズに沿ったものが上位にあると信
じ、上位の数件だけを見て終える傾向が強い。ウ
ィキペディアの利用率が高いのも、結果の上位に
表示される場合が多いことと無関係ではあるまい。 
 以上から、情報利用においては、検索エンジン
にとりあえず何等かの言葉を入力して検索しその
結果を熟慮せず受け取る＜思索より検索＞の傾向
があり、スマートフォンの普及によって、検索エ
ンジンによるインターネット情報資源の検索が身
近になるにつれて、上の風潮は拡大すると想像さ
れる。 
アンケートの自由記述欄や授業時の対応から推
測されるのは、学生は上のような傾向をもちなが
らも、現在の自身の情報収集や情報活用力に自信
を持っているわけではないということだ。むしろ
今後大学生活で課されるであろうレポートや論文
作成に不安を持っている。 
よって、大学図書館は、上のような流れを意識
しながら、それに対応した図書館サービスを展開
して学生を支援していく必要がある。 
図書館ニーズを情報ニーズに重ね合わせていく
ために、図書館ニーズを情報ニーズに寄せて重な
りの部分を多くすること、と、情報ニーズ以外の
図書館ニーズの部分を拡大していくこと、の 2つ
の方向性が考えられる。 
58 
 
 
4.2 現代の情報ニーズへの図書館の即応 
 情報ニーズに図書館ニーズを寄せる、とは、情
報社会の情報の特徴である、電子化・ネットワー
ク化・多様化・パーソナル化への対応を強化する
ことである。 
 電子データで提供できる情報源を増やしたり、
ネットワーク配信したり、というのは、著作権の
問題もあり、予算の制限もあって、個々の大学図
書館でできることは多くはないかもしれない。 
有料データベースの導入や電子ジャーナル、電
子書籍の導入は、当該大学・大学図書館の規模、
財政力に依るところが大きい。またこれらの有料
の電子的情報資源では、従来行われてきた ILL サ
ービスを阻害する契約条項も存在している。 
 さらに、ディスカバリーサービス7と呼ばれる新
しい検索・情報提供サービスの導入・提供におい
ても、上記のような格差の影響は避けられない。
多様な情報資源、とりわけ無料のネットワーク情
報資源へのリンクの維持管理は単独の図書館では
困難が多く、有償の管理システムを導入せざるを
得ず、ここにおいても大学・大学図書館間の格差
が拡大傾向にある。 
しかし、ポータルとしての図書館の存在を強化
することは各図書館で取り組むことができよう。
この場合の「図書館」には、実体としての図書館
だけでなく、図書館が提供するインターネットサ
イトも含む。むしろ、そちらでのサービスが中心
になるだろう。「情報の海」を渡るためのナビゲー
ションを提供することである。 
 具体的には、既に大半の大学図書館が図書館サ
イト中にリンク集をおいているが、ここをさらに
強化することがその一つとして挙げられる。 
 さらに、調査結果に見られたように、学生が
SNS に親和性の高いことを利用して、SNS サー
ビスを展開することも、新たなサービスとして注
目される。公式コメントとレスポンスについて課
題はあるものの、既に SNS を導入して学生の図
書館へのシンパシーを高めている事例もある8。 
 さらに、公共図書館のアウトリーチサービスに
倣って、図書館員がゼミ等に出向く出前サービス
も考えられる。情報のパーソナル化に対応して、
情報ニーズのある場に出向いていくサービスであ
る。 
重要なのは、それらの図書館外での利用を主眼
としたサービスも図書館サービスの大きな柱の一
つであると、図書館内はもちろんのこと、図書館
外からも認識させることであろう。 
 元来図書館サービスは、来館者に目を向けて行
われてきた。特に大学図書館では、とにかく来館
させることが第一で、来館しない利用の仕方には
あまり重点をおかれなかったのではないだろうか。 
しかし、ネット―ワーク化が進んだ現在、来館
利用だけで図書館サービスを測るのは十分ではな
いといえる。図書館外での図書館利用も積極的に
考え、評価する仕組みを創り出したい。 
 
4.3 図書館サービスの拡大 
大学図書館の利用者は、図書館のある構内に足
を運ぶ、つまり図書館のすぐ近くに来ることがあ
るというのは大前提である。その点、遠距離であ
るなど来館したくてもできない理由がある、公共
図書館の場合とは異なる。 
 そうなれば、大学では図書館来館のニーズを作
り出し、拡大するという方向性も重要であろう。 
 それには、第一に図書館での情報ニーズを高め
る機会を創出することと、第二に情報ニーズに重
ならなくとも図書館内でできることを拡大してい
くこと、があげられる。 
 図書館での情報ニーズを高める機会の創出には、
教育担当者との連携が必須である。授業で使う、
すなわち図書館を教室として使うことをはじめと
して、授業で必要な資料のリスト作成、関連資料
の別置など、そういうサービスができることを教
員に知らせていくことも必要なことだろう。教員
の側にはそもそも日々の授業や教育活動において、
図書館を必要とするような教育を実施しているか
が問われる。 
 学生は、何かをきっかけにして図書館に足を運
ぶ機会が増えればそこでまた情報ニーズも高まっ
ていく。図書館内でのハイパーリンク機能が働く
よう、図書館での展示やサイン計画等にも工夫の
余地がある。 
後者の、図書館でできることには、「学習支援」
があげられる。 
 大学は「研究」の場という前提ではあるが、現
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在の大学生にはまず、研究以前の「学習」レベル
の支援が必要である。先にも述べたように現在の
大学生は、基礎力や語彙力が十分養われていない
例が少なくない。であるのに、情報メディアの発
達で一見情報収集ができているように見えるため
に、それ以上に進もうとせず、情報検索・収集段
階で終わって、情報を整理し評価して思考・思索
する段階にまで至らない傾向がみられる。高校ま
でで養ってこられなかった、思考する学習の姿勢
や基礎を先ず身につけなくては、研究もままなら
ず、たとえ研究活動に進まなくとも、学習の基礎
は身に着けなければそれは次世代にまで影響する
問題といえる。 
 既に多くの大学図書館でラーニングコモンズや
ライティング支援などが試みられているが、小中
高の学校教育や学校図書館との繋がりをどれだけ
意識して実施されているだろうか。小学校・中学
校・高等学校では、近年、それぞれ学習指導要領
で、探究的な学習や学校図書館利用が謳われてい
る。大学図書館が「学習」支援を打ち出すなら、
全人的な教育の視点からも、学生のこれまでの学
習状況、すなわち小中高で実施されている学校教
育についても基礎的な知識を得ておくべきであろ
う。小中高の学習のベースとなる指導要領で学習
内容を把握することは必須といえる。情報教育工
学分野のみならず、教育課程を含む教育学分野か
らの知見の提供が望まれる。 
自校の入試問題とその結果分布等の分析は不可
欠であり、加えて、PISA 結果等から判断される
現代日本の初等中等教育の成果と問題点について
も理解が求められる。 
そのうえで、特に高等学校教育課程での、司書
教諭・学校司書が配置されている学校図書館にお
いて行われている、情報活用能力育成に関するさ
まざまの意欲的な取組などの事例を検討するのも
有効であろう。個々の生徒の理解に沿った、丁寧
な対応は現在の学生が求めているところでもある
だろう。 
 学生の現状を踏まえた、大学図書館の在り方が
求められる。 
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